


芦北町・３校
津奈木町・１校

水俣市・４校

２２年度 ２３年度 ３１年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

水俣一中 263 331 238 257 255 250 228

湯出中 33

水俣二中 145 261 189 198 196 200 201

水俣三中 157

袋中 124 111 91 100 104 101 91

緑東中 45 42 30 29 23 28

久木野中 19

葛渡中 32

田浦中 127 104 76 87 90 92 81

佐敷中 190 180 156 177 180 180 174

大野中 44 35

湯浦中 128 122 106 97 104 113 124

津奈木中 162 150 111 115 111 105 97

合計 1424 1339 1009 1061 1069 1064 1024

葦北・水俣地域の生徒数の推移

Ⅰ はじめに
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Ⅱ 実践の背景 １ 水俣市の教育



Ⅱ 実践の背景 ２ 本校の現状と課題
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Ⅱ 実践の背景 ２ 本校の現状と課題

飯のタネに仕事をするのが教員

勉強や技能を教えるのが教師

生徒の心に灯を点すのが先生



Ⅱ 実践の背景 ２ 本校の現状と課題

「学校が楽しい」
２年生１０％、３年生２０％

「誰かの役に立っている」
２年生３７％、３年生４９％

「自信のあることや自慢できること
がある」
２年生１８％、３年生２８％

熊本県学力・学習状況調査（否定的回答）熊本県学力・学習状況調査（否定的回答）
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Ⅱ 実践の背景 ２ 本校の現状と課題
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Ⅱ 実践の背景 ２ 本校の現状と課題



Ⅲ 実践の概要

地域とともにある学校づくり

①ＣＳと地域学校協働活動の一体
化による学校づくりの推進

②二中校区の幼・保等、小、中、
高連携の推進

③学校ＨＰ、便り、メール等を活
用した学校情報の積極的発信



③学校ＨＰ、便り、メール等を活
用した学校情報の積極的発信

①ＣＳと地域学校協働活動の一体
化による学校づくりの推進

Ⅲ 実践の概要

３ 生徒会活動

２ 地域学校協働活動

②二中校区の幼・保等、小、中、
高連携の推進

４ 小中連携

５ 中高連携

６ 校長としての取組

地域とともにある学校づくり
１ 学校運営協議会



Ⅲ 実践の概要 １ 学校運営協議会

サラダ玉ねぎを
福島県の学校に送ろう

体育大会の
表彰をしよう

地域と合同で
文化祭を開こう

一人暮らしの
高齢者を訪ねよう



Ⅲ 実践の概要 １ 学校運営協議会

サラダ玉ねぎを
福島県の学校に送ろう

体育大会の
表彰をしよう

地域と合同で
文化祭を開こう

一人暮らしの
高齢者を訪ねよう



Ⅲ 実践の概要

水俣第一中学校
山学校
川学校
海学校

水俣第二中学校
今を知ろう
再発見しよう

生き方を見いだそう

袋中学校
山学校・川学校・海学校
自然・農林業・歴史と文化

袋湾の干潟
地域の伝統芸能 他

緑東中学校
伝統芸能継承活動
「日当野棒踊り」
（久木野）
茶摘み

２ 地域学校協働活動

水俣科（総合的な学習の時間）



Ⅲ 実践の概要

水俣第一中学校
山学校
川学校
海学校

水俣第二中学校
今を知ろう
再発見しよう

生き方を見いだそう

２ 地域学校協働活動

水俣科（総合的な学習の時間）

緑東中学校
伝統芸能継承活動
「日当野棒踊り」
（久木野）
茶摘み

袋中学校
山学校・川学校・海学校
自然・農林業・歴史と文化

袋湾の干潟
地域の伝統芸能 他



Ⅲ 実践の概要

１年生
水俣の今を知ろう

～講話・調査・体験活動等を通して、
ふるさとの過去、現在、未来について

学び、考え、発信していこう～
～自分を知り、将来の進路に対する

目標を持ち学校生活を送ろう～

〇ふるさとの自然・人物・
産業等について調べ発信する

２ 地域学校協働活動



Ⅲ 実践の概要 ２ 地域学校協働活動



Ⅲ 実践の概要 ２ 地域学校協働活動

２年生
水俣の良さを再発見しよう

～職場体験学習や修学旅行での人との
ふれあいを通して、自分自身と
水俣の良さに気づき、発信しよう～

〇職業講話
〇職場体験学習
〇修学旅行



Ⅲ 実践の概要 ２ 地域学校協働活動



Ⅲ 実践の概要

３年生
自分の生き方を見いだそう

～福祉学習を通して、地域のあり方を考え、
より良い自分の生き方を追求しよう～

〇認知症サポーター養成講座
〇妊婦体験
〇赤ちゃん触れ合い体験
〇高齢者体験
〇独居老人宅訪問

２ 地域学校協働活動



Ⅲ 実践の概要 ２ 地域学校協働活動



Ⅲ 実践の概要 ３ 生徒会活動

地域ゴミ分別活動

平成８・９年度 熊本県教育委員会指定
環境教育研究推進校

郷土の自然を愛し、
思いやりのある生徒の育成

～水俣に根ざした環境教育の実践～

自校の過去の研究成果が引き継がれていますか？



Ⅲ 実践の概要 ３ 生徒会活動

地域ゴミ分別活動

〇環境保全への意識を高め、地域貢献をする。
〇活動を通し、地域の方とのコミュニケー
ションを深める。

①年度初めに地区生徒会を全体で開き、リサ
イクル活動参加への意義を理解させる。
②区ごとの全品目収集日と紙・プラの収集日
を載せた掲示物を作成し、学級掲示
③活動日には校内放送と事前の打ち合わせ
④終了後は点検表で参加率を集計



Ⅲ 実践の概要 ３ 生徒会活動

地域ゴミ分別活動



Ⅲ 実践の概要 ３ 生徒会活動

地域ゴミ分別活動



地域ゴミ分別活動

Ⅲ 実践の概要 ３ 生徒会活動



Ⅲ 実践の概要 ３ 生徒会活動

環境教育の二中 スクールプライド



Ⅲ 実践の概要 ４ 小中連携

幼・保等、小中連携いい朝いいあいさつの日

一
中
校
区

正しい言葉遣いができ、話を
しっかり聞くことができる子ど
も～読書活動を中心に～

二
中
校
区

気持ちの良いあいさつと正しい
言葉遣いができ、話をしっかり
と聴くことができる子ども

袋
中
校
区

ふ・く・ろ・の・こ

ふ（るさとを愛し、自分もみん
なも大切にする子）他

緑
東
中
校
区

社会人になっても通用する生活
習慣の身に付いた子ども



Ⅲ 実践の概要 ５ 中高連携

水俣高校出前授業（技術）

２年生
木材加工

１年生
プログラミング



Ⅲ 実践の概要 ５ 中高連携

ホームページのリンク

水俣高校

芦北高校

水俣第一小

水俣第二小



Ⅲ 実践の概要 ６ 校長としての取組

毎朝のルーティーン

学校の実態分析

学校経営グランドデザイン

ＨＰによる情報発信

校長分掌（ＰＴＡ担当）



芦北町立田浦中学校



芦北町立田浦中学校



芦北町立湯浦中学校



水俣市立水俣第二中学校



Ⅲ 実践の概要 ６ 校長としての取組



Ⅳ 実践の成果と課題

①「お祭りやボランティア活動など、
地域の行事に参加していますか」

・１年生79.4（県72.6 全国68.5）
・２年生82.5（県69.3 全国65.1）

②「近所の人に会ったときは、あい
さつをしていますか」

・１年生83.8（県87.3 全国77.8）
・２年生90.5（県86.8 全国75.1）

熊本県学力・学習状況調査



Ⅳ 実践の成果と課題

①「今住んでいる地域の行事に参加
していますか」

・３年生68.3（県43.3 全国43.7）

全国学力・学習状況調査



Ⅳ 実践の成果と課題

①「あなたは、地域のゴミ分別収集
活動へ積極的に参加していますか」

・全学年 Ｒ４ 72.0（Ｒ３ 78.0）

学校評価生徒アンケート

②「あなたは、地域の方々との交流や行
事に、年２回以上参加していますか」

・全学年 Ｒ４ 60.0（Ｒ３ 58.0）

③「あなたは、学校以外で保護者や地域
の方によくあいさつをしていますか」

・全学年 Ｒ４ 87.0（Ｒ３ 90.0）



Ⅳ 実践の成果と課題

○地域に関する問いへ肯定的な回答をし
た生徒の割合が全国・県平均よりも高い。

成果と課題

●活動のマンネリ化

○「当たり前」の活動として定着した

○「捨てん」から「捨てきらん」へ



風格のある二中生

風格あるの二中生

Ⅴ おわりに



Ⅴ おわりに

義務教育最後の学校

自律と自立

ルールからモラル・マナーへ

未来の保護者や
地域住民を育てている




